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厚
生
労
働
省
は
２
０
３
０
年
度
ま
で

に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
地
域
密
着

型
含
む
）の
入
所
定
員
の
う
ち
、ユ
ニ
ッ

ト
型
施
設
の
定
員
割
合
を
70
％
以
上
と

す
る
目
標
を
定
め
る
よ
う
都
道
府
県
に

対
し
て
努
力
義
務
を
課
し
て
い
る
。
し

か
し
実
際
の
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
化
率
は

48
・
３
％
（
23
年
度
）
に
と
ど
ま
り
、

目
標
達
成
は
困
難
な
状
況
だ
。

推
進
協
は
今
年
秋
に
開
催
が
予
定
さ

れ
る
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員
連

盟
（
森
英
介
会
長
）
の
今
年
度
第
２
回

総
会
に
提
出
す
る「
緊
急
要
望
書
」に
、

従
来
型
施
設
か
ら
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
へ

の
転
換
な
ど
を
後
押
し
す
る
補
助
金
の

拡
充
や
、
厚
労
省
が
各
自
治
体
に
示
し

て
い
る「
基
本
指
針
」に
よ
っ
て
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
の
理
解
促
進
を
図
る
べ
き
だ
と

す
る
内
容
な
ど
を
盛
り
込
む
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

推
進
協
は
要
望
を
下
支
え
す
る
基
礎

的
デ
ー
タ
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
と
す
る
た

め
、
今
年
８
月
に
各
都
道
府
県
を
対
象

に
調
査
を
実
施
し
た
。
第
９
期
介
護
保

険
事
業
支
援
計
画
（
24
～
26
年
度
）
に

お
い
て
、
国
の
基
本
指
針
に
定
め
ら
れ

た
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
関
連
項
目
と
、
推
進

協
が
独
自
に
設
定
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

の
質
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
項

目
（
計
11
項
目
）
に
関
す
る
記
載
状
況

な
ど
を
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
尋
ね
た
。

基
本
指
針
で
「
基
本
的
事
項
」
と
さ

れ
る「
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
整
備
目
標
」

に
つ
い
て
は
、
47
自
治
体
の
う
ち
21
自

治
体
（
44
・
７
％
）
が
支
援
計
画
に
記

載
し
て
い
た
。一
方
、「
任
意
記
載
事
項
」

で
あ
る
老
人
保
健
福
祉
圏
域
ご
と
の
各

年
度
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
整
備
計
画
、

な
い
し
整
備
推
進
方
策
に
つ
い
て
触
れ

て
い
る
の
は
１
自
治
体
の
み
だ
っ
た
。

（
下
図
）

ま
た
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
の
整
備
量

を
記
載
し
て
い
る
の
は
20
自
治
体
で
、

う
ち
12
自
治
体
が
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
総
整

備
量
も
記
載
し
て
い
る
（
全
体
の
約

26
％
）。
第
９
期
計
画
に
は
記
載
が
な

い
が
、
第
８
期
以
前
に
記
載
し
て
い
た

自
治
体
も
複
数
あ
っ
た
。
調
査
は
「
国

が
定
め
た
目
標
年
度
が
後
ろ
倒
し
に

な
っ
て
い
る
こ
と
等
に
よ
り
目
標
値
の

計
画
へ
の
記
載
を
や
め
た
自
治
体
が
生

じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
分
析
し

て
い
る
。（
図
表
１
・
２
・
３
）

さ
ら
に
、
第
10
期
計
画
へ
の
整
備
目

標
の
記
載
予
定
に
つ
い
て
訪
ね
た
と
こ

ろ
、
あ
る
と
回
答
し
た
の
は
16
・
7
％

の
自
治
体
に
留
ま
っ
た
。
不
明
の
と
こ

ろ
が
多
い
も
の
の
、
現
状
で
は
な
い

（
20
％
）
と
す
る
自
治
体
の
方
が
多
い

結
果
と
な
っ
て
い
る
。（
図
表
４
）

ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
今
後
の
方
向
性

に
関
し
て
は
「
推
進
す
べ
き
で
あ
る
」

と
い
う
回
答
が
30
％
、「
現
状
の
ま
ま

で
よ
い
」
が
33
・
３
％
、「
そ
の
他
」

が
36
・
７
％
だ
っ
た
。「
従
来
型
を
推

進
す
べ
き
だ
」
と
い
う
回
答
は
な
か
っ

た
が
、
自
由
記
述
で
は
▽
所
得
が
低
い

要
介
護
者
が
一
定
数
あ
り
、
ユ
ニ
ッ
ト

型
個
室
よ
り
多
床
室
を
希
望
す
る
人
が

多
い
地
域
も
あ
る
▽
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設

を
推
進
す
べ
き
だ
が
、
介
護
人
材
不
足

の
中
、
従
来
型
と
比
較
し
て
勤
務
体
制

の
確
保
が
難
し
い
―
―
と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
た
。地
域
の
実
情
を
考
慮
し
、

ユ
ニ
ッ
ト
型
と
並
行
し
て
従
来
型
も
整

備
し
て
い
る
現
状
が
う
か
が
え
る
。

独
自
に
「
質
向
上
」
を
図
る
県
も

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
質
の
向
上
に
関
す

る
項
目
で
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研

修
以
外
の
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
啓
発
活

動
」
の
有
無
を
尋
ね
た
。
70
％
の
自
治

体
が
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
と
回
答
し
た
。
他
方
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
の
「
３
要
素
」（
自
己
選
択
・
自
己

決
定
、
社
会
的
関
係
の
構
築
、
暮
ら
し

の
継
続
）
に
つ
い
て
具
体
的
な
指
導
基

準
を
定
め
て
い
る
都
道
府
県
は
な
か
っ

た
。
ま
た
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の

実
地
研
修
施
設
が
少
な
い
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
、
半
数
の
自
治
体
が
「
や
む

を
得
な
い
」
と
回
答
。
ユ
ニ
ッ
ト
型
施

設
を
含
む
特
養
の
「
介
護
力
向
上
策
」

を
生
産
性
の
向
上
と
絡
め
て
尋
ね
た
項

目
で
は
、
介
護
ス
キ
ル
の
向
上
に
よ
っ

て
介
護
を
効
率
化
さ
せ
て
生
産
性
向
上

を
図
る
（
53
・
３
％
）
▽
生
産
性
向
上

を
進
め
て
介
護
時
間
に
余
裕
を
生
み
、

推進協は９月12日、今年度第２回理事会をオ
ンライン形式で開いた。26人の理事のうち20人
が参加し、冒頭あいさつを行った赤枝眞紀子会
長は「推進協の勢いを感じる」と印象を語った
上で、「７月の参院選後、政治が大きく動いて
いる。社会保障が今後どうなるのかが気になる」
として、個室ユニットケア推進議員連盟を通じ
た働きかけの重要性を強調。秋に予定される同
議連総会へ多数の理事の積極的参加を呼び掛け
た。
理事会では今年４月以降の事業報告が行わ
れ、ユニットケアやユニット型施設の進展状況
把握を目的に、自治体と事業者（会員施設）を
対象としたアンケートを行っていることが説明
された。また同じく報告事項として、推進協20
周年記念誌を来年６月をめどに発行し、併せて
「感謝の集い」を開催する方針が示された。次
いで議案審議に入り、新支部長（長野、静岡）

の選任、新規入会３施設（いずれも特養、地域
密着型含む）と賛助会員１社に関する２議案が
原案通り決定された。賛助会員の入会について
理事から「高額な紹介料を取る業者が問題化し
ている。今後とも適正さを事務局で確認してほ
しい」との要望が出された。
理事会に引き続いて理事懇談会が開かれ、秋

のユニット議連総会への要望に関する意見交換
が行われた。要望内容は介護保険委員会で並行
して検討されているが、６月に閣議決定された
「骨太の方針」を踏まえ、適切な介護報酬引き
上げをどう実現していくのかが課題。理事から
は「個別の議員頼みだけでなく。こちらからア
イデアを出して厚労省へ働きかけることが必要
ではないか」「政治空白で補正予算のスケ
ジュールがずれ込み、処遇改善が滞るのを懸念
している」といった声が出された。

第
９
期
「
支
援
計
画
」
へ
の
目
標
値
記
載
は
26
％

�

推
進
協　
47
都
道
府
県
に
独
自
調
査

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
赤
枝
眞
紀
子
会
長
）
は
９
月

30
日
、
47
都
道
府
県
を
対
象
に
実
施
し
た
「
第
９
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計

画
へ
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
関
連
項
目
の
記
載
内
容
等
調
査
」
の
結
果
を
公
表
し

た
。
今
秋
以
降
、
第
10
期
（
27
年
度
～
）
に
向
け
た
計
画
作
り
が
始
ま
る
こ

と
を
に
ら
み
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
普
及
や
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
推
進
に
取
り

組
む
上
で
の
基
礎
的
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
す
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
総
整
備
量

不安定な政治状況の中でも処遇改善に積極的な行動を
25年度第２回理事会

介
護
力
を
向
上
さ
せ
る
（
36
・
７
％
）

と
い
う
回
答
結
果
か
ら
は
、
厚
労
省
が

進
め
る
生
産
性
向
上
よ
り
も
介
護
ス
キ

ル
の
向
上
が
先
決
と
す
る
姿
勢
が
見
ら

れ
た
。（
図
表
５
）

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
質
の
向
上
に
関
す

る
施
策
は
、
国
の
基
本
指
針
で
介
護
保

険
事
業
支
援
計
画
の
記
載
事
項
と
し
て

定
め
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
少
な
く
な

い
自
治
体
が
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て

進
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
推
進

協
で
は
調
査
結
果
を
各
都
道
府
県
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
第

10
期
計
画
に
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
策
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
、
自
治
体
に
直
接
、

働
き
か
け
を
強
め
て
い
く
方
針
だ
。

�

（
3
面
で
詳
説
）

基本指針で記載を規定された項目の記載状況
（n＝47）

調査内容 位置づけ 記載有 記載無

ユニット型施設の整備目標の記載
基本指針
基本的記載事
項調査

21自治体 26自治体

老人保健福祉圏域ごとの各年度の
ユニット型施設の整備計画

基本指針
任意記載事項 1 46

ユニット型施設の整備推進方策 基本指針
任意記載事項 0 47

（図）
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介護報酬に賃スラ、物スラの導入を要望中‼
推進協は賃金上昇率、物価上昇率に連動（スライド）させて介護報酬を引き上げるよう求めています。

介
護
大
学
校
か
ら

介
護
大
学
校
で
は
実
務
者
研
修
ス

ク
ー
リ
ン
グ
（
介
護
過
程
Ⅲ
６
日
間
、

医
療
的
ケ
ア
演
習
２
日
間
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
分
校
増
加
に
伴
い
使
用

す
る
物
品
準
備
に
つ
い
て
、
一
部
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
詳
細
に
つ
い
て
、
各
分
校
宛
に
変

更
内
容
の
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
演
習
に
つ
き
ま

し
て
は
、
使
用
す
る
物
品
の
関
係
か
ら

開
催
の
日
程
調
整
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
度
、
吸
引
、
経
管
栄
養
、

救
命
救
急
（
心
肺
蘇
生
）
の
デ
モ
人
形

及
び
関
連
物
品
を
１
セ
ッ
ト
追
加
い
た

し
ま
し
た
。
開
催
月
が
重
複
し
た
場
合

は
、
今
後
も
日
程
調
整
の
お
願
い
を
す

る
こ
と
も
あ
る
為
、
引
き
続
き
ご
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

９
月
５
日
に
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の

願
書
受
付
が
締
め
切
り
と
な
り
ま
し

た
。今
年
度
末
に
国
家
試
験
受
験
者
数
、

合
格
者
数
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

各
分
校
を
対
象
に
実
施
す
る
予
定
で

す
。
是
非
、調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

実
務
者
研
修
で
は
介
護
福
祉
士
に
求
め

ら
れ
る
知
識
習
得
の
た
め
、
E
ラ
ー
ニ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
利
用
有
効
期
間
は
E

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
後
１
年
間
で
す
。

実
務
者
研
修
修
了
後
も
学
習
を
続
け
て

く
だ
さ
い
。
繰
り
返
し
学
習
す
る
こ
と

が「
継
続
は
力
な
り
」と
い
う
よ
う
に
、

知
識
が
身
に
付
き
、
介
護
福
祉
士
国
家

試
験
「
合
格
」
に
繋
が
り
ま
す
。

12
月
初
旬
に
受
験
票
が
届
き
、
一
気

に
受
験
モ
ー
ド
が
加
速
し
、
国
家
試
験

本
番
ま
で
残
り
２
か
月
足
ら
ず
に
迫
っ

た
こ
と
で
不
安
や
焦
り
が
出
て
く
る
人

も
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め

に
も
、
今
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
計
画
を
立

て
備
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
体

調
管
理
も
徹
底
し
、
万
全
の
態
勢
で
試

験
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

推
進
協
は
9
月
1
日
、

第
一
回
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
研
修

を
開
催
し
た
。
ア
セ
ス
メ

ン
ト
は
、
介
護
過
程
の
展

開
（
図
表
）
の
中
で
も
特

に
重
要
と
い
う
（
推
進
協

尾
島
朱
美
研
修
室
長
）。

さ
ら
に
同
室
長
は
、
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
は
情
報
の
収

集
、
情
報
の
解
釈
・
関
連

づ
け
・
統
合
化
、
課
題
の

明
確
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
含

ま
れ
、
こ
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
段
階
で
、
利
用
者
に

と
っ
て
必
要
な
支
援
と
そ

の
理
由
を
明
確
に
し
て
い

く
と
、
介
護
過
程
展
開
の

流
れ
を
通
じ
て
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
解
説
。
ま
た
「
集

め
ら
れ
た
情
報
と
い
う
の

は
個
々
バ
ラ
バ
ラ
な
も
の

で
し
か
な
い
。
そ
こ
で
、

介
護
を
実
践
す
る
う
え
で

は
、
収
集
し
た
情
報
を
基

に
、
生
活
を
送
る
う
え
で

の
具
体
的
な
希
望
や
生
活
の
し
づ
ら
さ

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
話
す
。

推
進
協
は
、
今
年
創
立
20
周
年
を
迎

え
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
が
十
分
浸
透
し
て

い
な
い
状
況
を
踏
ま
え
、
改
め
て
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
定
着
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
研
修
は
こ
う
し
た

背
景
の
下
、
開
始
さ
れ
た
が
、
従
来
か

ら
実
施
し
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
基
礎

研
修
と
併
せ
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
強
化
研

修
と
し
て
一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
て

受
講
の
促
進
を
図
り
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

の
一
層
の
普
及
に
努
め
る
計
画
も
示
し

て
い
る
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
研
修
の
特
長
は
、
事

例
研
究
を
行
う
こ
と
だ
。尾
島
室
長
は
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
事
例
収
集
が
重
要

で
、
そ
の
上
で
、

A
）
解
決
す
べ
き
課
題
は
何
か

B
）�

何
が
原
因
で
ど
の
よ
う
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
の
か

C
）
ど
う
す
れ
ば
解
決
で
き
る
か

D
）
解
決
策
の
導
入

と
思
考
過
程
の
展
開
を
促
し
、
介
護
職

員
に
介
護
の
中
で
も
考
え
る
こ
と
を
促

す
。
そ
し
て
、考
え
る
訓
練
を
通
じ
て
、

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
三
要
素
※
の
深
い
理
解

と
介
護
職
員
と
し
て
の
本
質
的
ス
キ
ル

の
向
上
を
目
指
す
と
研
修
の
目
的
を
説

明
し
た
。
今
年
度
残
り
の
期
間
、
毎
月

実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

※
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
と
は
、
暮
ら
し
の
継

続
支
援
、
社
会
的
関
係
の
構
築
支
援
、

自
己
選
択
自
己
決
定
支
援
の
三
要
素
が

特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。（
指
定
介
護
老

人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
（
平
成
11
年
厚
生
省
令

第
39
号
）
の
第
39
条
よ
り
）

フリーチケット
対象研修 適応開始回 最大利用可能人数

ユニットケア
基礎研修

第9回
9/30開催分

12人
（今年度あと12回

開催予定のため）

ユニットケア・
アセスメント研修

第2回
10/6開催分

6人
（今年度6回

開催予定のため）

各回1人ずつ申込して下さい

ユニットケア強化研修事業を開始

ユニットケア強化チケット
（フリーチケット）

第一弾特別価格

会　員：４８,000 円
非会員：90,000 円

丸ごとユニットケア

図表

出
典
／
介
護
福
祉
士
養
成
講
座

編
集
委
員
会
編
『
新
・
介
護
福

祉
士
養
成
講
座
⑨
介
護
過
程 

第

2
版
』
中
央
法
規
出
版
、
4

頁
、
2
0
1
1
年
を
一
部
改
変

実　施

計画の立案

アセスメント

評　価

◦情報の収集
◦情報の解釈・関連付け・統合化
◦課題の明確化

◦目標の設定
◦具体的な援助内容・
　方法の決定

◦実施状況の把握
　・計画に基づく実施
　・自立支援、安全と安心、尊厳の保持
　・利用者の反応、可能性
　・新たな課題

◦目標の達成度
◦援助内容・方法の適切性
◦今後の方針の検討
◦計画の修正の必要性

介
護
過
程
の

�

展
開
イ
メ
ー
ジ

第一弾限定 30 施設

NEW‼

会　員：24,000 円
非会員：45,000 円

推
進
協
は
９
月
５
日
、
今
年
度
第
３
回
の
執
行
委
員
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
で
開
い
た
。
同
12
日
の
第
２
回
理
事
会
に
諮
る
議
案

書
（
１
面
参
照
）
な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
、
了
承
し
た
。
ま
た
、

秋
に
開
催
予
定
の
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員
連
盟
総
会
に
提

出
す
る
「
緊
急
要
望
書
」
に
盛
り
込
む
内
容
の
検
討
経
過
が
報
告

さ
れ
た
。

政
府
が
今
年
６
月
に
決
定
し
た
「
骨
太
の
方
針
」
で
は
社
会
保

障
費
に
つ
い
て
、
急
激
な
賃
上
げ
局
面
や
物
価
高
騰
に
配
慮
し
、

「
高
齢
化
に
よ
る
増
加
分
に
相
当
す
る
伸
び
に
こ
う
し
た
経
済
・

物
価
動
向
等
を
踏
ま
え
た
対
応
に
相
当
す
る
増
加
分
を
加
算
す

る
」
と
明
記
し
た
。
社
会
保
障
費
の
伸
び
を
高
齢
化
の
自
然
増
分

に
収
め
る
〝
目
安
対
応
〟
か
ら
の
脱
却
と
も
評
価
さ
れ
る
が
、
経

営
安
定
や
処
遇
改
善
の
原
資
を
補
助
金
な
ど
の
「
一
時
金
」
で
手

当
て
す
る
の
で
は
な
く
、
介
護
報
酬
へ
の
賃
金
・
物
価
ス
ラ
イ
ド

の
導
入
な
ど
恒
久
的
な
「
仕
組
み
」
を
作
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が

推
進
協
の
立
場
だ
。
藤
村
二
朗
委
員（
理
事
・
介
護
保
険
委
員
長
）

は
「
大
規
模
修
繕
が
で
き
ず
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
維
持
が
難
し

い
施
設
が
増
え
て
く
る
」
と
述
べ
、
危
機
感
を
表
し
た
。

一
方
、
ユ
ニ
ッ
ト
議
連
へ
の
要
望
内
容
を
検
討
し
て
い
る
介
護

保
険
委
員
会
は
９
月
２
日
（
今
年
度
第
４
回
）、
22
日
（
同
５
回
）

に
相
次
い
で
開
催
さ
れ
た
。
要
望
の
柱
は
介
護
報
酬
改
定
へ
の
賃

金
・
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
導
入
だ
。
24
年
度
改
定
で
は
介
護
職
員
の

処
遇
改
善
の
た
め
、
24
年
度
２
・
５
％
、
25
年
度
に
２
・
０
％
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
行
う
原
資
を
確
保
し
た
と
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が

足
元
で
の
急
激
な
賃
金
上
昇
（
春
闘
に
よ
る
ベ
ア
、
最
低
賃
金
改

定
）
に
全
く
追
い
つ
か
ず
、
全
産
業
平
均
と
介
護
職
員
の
賃
金
格

差
（
24
年
度
で
約
８
万
３
０
０
０
円
）
は
開
く
一
方
だ
。

議
連
へ
の
要
望
で
は
民
間
賃
金
と
の
格
差
是
正
も
報
酬
改
定
に

織
り
込
み
、
24
年
度
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
新
た
な
単
位
数
を
毎
年
設

定
す
る
と
い
う
思
い
切
っ
た
内
容
を
掲
げ
る
方
針
だ
。

負
担
限
度
額
引
き
上
げ
も
課
題

22
日
の
同
委
員
会
で
要
望
内
容
を
説
明
し
た
推
進
協
の
懸
上
忠

寿
事
務
長
は
「
荒
唐
無
稽
と
思
わ
れ
る
数
字
か
も
し
れ
な
い
が
、

小
手
先
の
対
応
で
は
無
理
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、
現
実
を
強
く

主
張
す
べ
き
だ
と
強
調
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
各
委
員
が
意
見
を

述
べ
、「
３
年
に
一
度
の
実
調
（
介
護
事
業
経
営
実
態
調
査
）
に

頼
ら
ず
、
賃
金
・
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
基
づ
く
報
酬
改
定
は
合
理
的

だ
」
と
し
て
、
具
体
的
な
数
値
を
挙
げ
て
要
望
を
出
す
べ
き
だ
と

す
る
声
が
相
次
い
だ
。
ま
た
「
議
連
へ
の
要
望
な
の
で
、
シ
ン
プ

ル
で
分
か
り
や
す
く
す
る
必
要
が
あ
る
」と
の
意
見
も
上
が
っ
た
。

報
酬
改
定
の
あ
り
方
に
加
え
、
24
年
度
改
定
で
見
送
ら
れ
た
食

費
の
基
準
費
用
額
の
見
直
し
、
従
来
型
と
比
べ
て
高
く
設
定
さ
れ

て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
負
担
限
度
額
の
引
き
下
げ
も
要
望
項

目
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。

第
３
回
執
行
委
員
会

第
４
、５
回
介
護
保
険
委
員
会

「
賃
・
物
ス
ラ
イ
ド
」
の
導
入
を

ユ
ニ
ッ
ト
議
連
総
会
で
要
望
へ

本格的にユニットケアの強化を目指す
アセスメント研修を新たに開始、基礎研修も充実へ
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【主要なイベント】 【左の解説】

・推進協の介護報酬改定に関する今年度の要望活動についてご報告申し上げます。
・�自民党のユニットケア推進議員連盟を通して自民党との連携を強めており、４月18日の自民党本部での緊急集会には、特養の団体

としては唯一、現場で参加致しました。その流れで今後も要望活動を行っていきます。
・その際、一層の政治との連携強化が必要です。会員皆様のご地元で国会議員とのパイプをお持ちの方は是非、ご連絡ください。
� （連絡先）045-577-4212まで　国会議員とのパイプ関係で!!

（自民党）
４月１８日緊急集会
内閣総理大臣石破茂殿
「医療・介護・福祉の
現場を守る緊急要望」

●�診療報酬・介護報酬・障害福祉サービス報酬等について、物価・
賃金の上昇に応じて適切にスライドする仕組みを導入すること。
特に今年から来年にかけては、著しく逼迫した経営状況に鑑み、
期中改定も視野に入れること。
署名数：自由民主党国会議員等：252名
　　　自由民主党衆議院支部長等：56名（2025年4月18日時点）
＜医療・介護・福祉の現場を守る参議院議員有志＞

（政府）
骨太方針2025
（令和７年６月13日閣
議決定）

「医療・介護等の現場の厳しい現状や税収等を含めた財政の状況を
踏まえ、（略）経営の安定や現場で働く幅広い職種の方々の賃上げ
に確実につながるよう、的確な対応を行う。具体的には、高齢化に
よる増加分に相当する伸びにこうした経済・物価動向等を踏まえた
対応に相当する増加分を加算する。」

（推進協）
推進協要望（2025秋）

●�物価・賃金の上昇に連動した介護報酬がスライドする仕組みを速
やかに導入すること

●�その上で、介護報酬を令和７年度は6.70%引上げ、更に令和８年
度は6.67%引き上げること

●基準費用額についても同様の手法で引き上げること　等

　昨今の賃金や物価の激しい上昇に鑑み、自
民党参議院議員有志の方々が発起人となり、
所属の国会議員等に署名活動を実施。多くの
賛同を得た上で内閣総理大臣へ「物価・賃金
の上昇に応じて適切にスライドする仕組みの
導入」等の要望書を提出した。

　上記の自民党による要望活動の結果、これ
まで長年にわたり高齢化の伸びの範囲内に抑
えられていた予算に、別枠で予算を加算する
道が開かれた。極めて画期的なこと。

　推進協では、上記の流れを引き継ぎ、「加算」
による対応ではなく、自民党要望書のとおり、

「物価・賃金の上昇に応じて適切にスライドす
る仕組みの導入」を要望するもの。

推進協事務局

自民党と連携した介護報酬改定に関する要望活動と
秋に向けて国会議員との一層の連携強化について（緊急報告）

（１）現在のユニット型の整備量に関する記載状況　　（n=47）

（２）整備目標の過去計画への記載状況等
①第８期までの計画への記載状況　（n=30） ②あると回答したうちの第９期計画への

記載状況　（n=30）

（３）第１０期計画への整備目標の記載予定
（n=30）

うちユニット型の総整備量

ユニット型特養の整備量

特養のみ: 8 自治体記載有: 12 自治体

記載無: 27 自治体記載有: 20 自治体

ない

不明

ある
46.7%

40%

13.3%
記載していない

独自の目標を記載

50%

厚労省の指
針と同じ内
容を目標と
して記載

35.7%

14.3%
ある
16.7%

ない
20%不明

60%

ユニットケアの質の向上について
特養の介護力向上策について（n=30）

6.7%

介護を行うのは機械ではな
く人なので、介護職員の介
護スキルの向上を進める

3.3%
その他

53.3%
36.7%

生産性向上を進
め、介護時間に余
裕を生じさせる
ことで介護力を
向上させる

介護スキルの向
上は介護の効率
化を生むので介
護スキルの向上
を進めながら生
産性向上を図る

ユニット型施設整備に関する記載状況ユニット型施設整備に関する記載状況（１面の続き）

（図表１）

（図表２） （図表３） （図表４）

（図表５）
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【
今
月
の
相
談
内
容
】

現
在
、
事
業
活
動
収
入
の
う
ち
、
人
件

費
率
が
80
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

加
え
、
最
低
賃
金
引
上
げ
が
行
わ
れ
る
と

聞
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

【
回
答
】

人
件
費
率
の
上
昇
は
、
介
護
現
場
全
体

に
共
通
す
る
深
刻
な
課
題
で
す
。

最
低
賃
金
の
引
上
げ
が
毎
年
の
よ
う
に

続
く
中
、
職
員
確
保
や
離
職
防
止
の
観
点

か
ら
、
基
本
給
の
底
上
げ
＝
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
人
件
費
率

が
80
％
を
超
え
る
施
設
も
出
現
し
、
経
営

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
収
入
の

中
で
全
職
員
の
給
与
を
引
き
上
げ
る
た
め

に
は
、
賞
与
を
調
整
す
る
こ
と
が
現
実
的

な
手
段
と
な
り
、
基
本
的
に
は
「
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
に
よ
る
安
定
」と「
賞
与
の
抑
制
」

が
同
時
に
進
む
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

賞
与
は
も
と
も
と
就
業
規
則
や
雇
用
契

約
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
支

介
護
ニ
ュ
ー
ス・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
８
月
26
日
〜

9
月
25
日

事
務
局
か
ら

　
Z
o
o
m
で
の
話
し
方

　
研
修
や
会
議
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

う
事
が
増
え
、
人
前
で
話
す
機
会
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
対
面
で
話
す
よ
り
、
声
が

こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
り
聞
き
取
り
に
く
く

な
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　
人
前
で
話
す
こ
と
は
苦
手
で
す
が
、
仕

事
な
の
で
そ
う
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
の

が
現
状
。
克
服
で
き
る
よ
う
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

緊
張
を
す
る
と
早
口
に
な
り
が
ち
。
ま

ず
、ゆ
っ
く
り
話
す
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
。

そ
し
て
聞
き
取
り
や
す
い
柔
ら
か
い
声
を

出
す
。
私
の
場
合
は
、
深
く
深
呼
吸
を
し

た
り
、
あ
く
び
を
す
る
様
に
口
を
大
き
く

開
け
る
。
緊
張
が
和
ら
ぎ
少
し
柔
ら
か
い

声
が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
話
す

こ
と
が
苦
手
な
方
は
お
試
し
く
だ
さ
い
。�

�

（
井
田
）

ズ
バ
リ
回
答
！
人
事
・
労
務
の
お
悩
み

人
件
費
率
の
上
昇
と
ど
う
向
き
合
う
か

■
特
養
な
ど
が
「
働
き
や
す
い
職
場
環

境
」
で
表
彰
（
８
月
27
日
）

今
年
度
の
「
護
職
員
の
働
き
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
」
表
彰
が
首
相
官
邸

で
行
わ
れ
、
茨
城
県
の
特
養
と
神
奈
川

県
の
ケ
ア
マ
ネ
専
門
会
社
の
２
者
が
内

閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。

■
要
介
護
・
要
支
援
者
数
が
７
０
０
万

人
を
突
破
（
８
月
28
日
）

厚
労
省
が
発
表
し
た
23
年
度
の
介
護

保
険
事
業
状
況
報
告
（
年
報
）
に
よ
る

と
24
年
３
月
末
の
要
介
護
・
要
支
援
認

定
者
数
は
７
０
８
万
人
で
前
年
同
時
期

の
６
９
４
万
人
を
上
回
り
、
過
去
最
高

と
な
っ
た
。
１
カ
月
平
均
の
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
数
も
23
年
度
は
６
０
９
万
人
と

過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

■
厚
労
省
　
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求

は
34
兆
７
９
０
０
億
円
（
８
月
29
日
）

老
健
局
計
上
分
は
３
兆
６
８
０
０
億

円
で
昨
年
度
当
初
予
算
よ
り
０
・
５
％

増
加
。
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金

を
活
用
し
、
中
山
間
・
人
口
減
少
地
域

に
あ
る
通
所
介
護
事
業
所
の
多
機
能
化

（
訪
問
機
能
の
追
加
）
を
支
援
す
る
施

策
な
ど
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

■
介
護
団
体
が
賃
上
げ
状
況
調
査
を
実

施
（
８
月
29
日
）

全
国
老
施
協
な
ど
介
護
関
係
13
団
体

は
緊
急
の
「
賃
上
げ
状
況
調
査
」
を
開

始
し
た
。
今
年
度
の
骨
太
の
方
針
に
盛

り
込
ま
れ
た
公
定
価
格
の
引
上
げ
、
幅

広
い
職
種
の
賃
上
げ
、
他
職
種
と
遜
色

の
な
い
処
遇
改
善
な
ど
が
確
実
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
持
っ
た

要
望
活
動
を
行
う
た
め
の
取
り
組
み
。

■
厚
労
省
　
協
力
医
療
機
関
の
要
件
に

常
時
往
診
は
必
要
な
し
（
９
月
５
日
）

24
年
度
介
護
報
酬
改
定
で
特
養
な
ど

に
定
め
ら
れ
た
「
協
力
医
療
機
関
」
の

選
定
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
に
は
外
来

も
含
め
た
診
療
が
常
時
可
能
な
体
制
確

保
が
求
め
て
お
り
、「
必
ず
し
も
往
診

を
行
う
体
制
を
常
時
確
保
し
て
い
る
必

要
は
な
い
」
と
明
確
化
し
た
。

■
厚
労
省
　
介
護
報
酬
改
定
の
検
証
調

査
を
９
月
か
ら
実
施
（
９
月
５
日
）

24
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
効
果
検
証

及
び
調
査
研
究
に
関
わ
る
調
査
に
つ
い

て
、
９
月
ご
ろ
か
ら
実
施
し
、
来
年
２

～
３
月
に
評
価
を
行
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
介
護
給
付
費
分
科
会
で
示
し
た
。

■
厚
労
省
　
特
例
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
拡

張
を
検
討
（
９
月
８
日
）

中
山
間
・
人
口
減
少
地
域
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
体
制
維
持
の
た
め
、
基
準
該

当
サ
ー
ビ
ス
と
離
島
等
相
当
サ
ー
ビ
ス

か
ら
な
る
「
特
例
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
の

枠
組
み
を
拡
張
し
、
管
理
者
や
専
門
職

の
常
勤
・
専
従
要
件
、
夜
勤
要
件
の
緩

和
な
ど
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す

る
方
針
を
介
護
保
険
部
会
で
示
し
た
。

■
厚
労
省
　
訪
問
介
護
に
定
額
報
酬
制

を
導
入
を
検
討
（
９
月
８
日
）

中
山
間
・
人
口
減
少
地
域
の
訪
問
系

サ
ー
ビ
ス
で
は
移
動
に
伴
う
負
担
や

キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
し

て
、
訪
問
介
護
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
回
数
に
応
じ
た
現
行
の
出
来
高
報

酬
に
加
え
、
月
単
位
の
定
額
報
酬
（
包

括
的
評
価
）
を
選
択
で
き
る
よ
う
な
枠

組
み
の
設
置
を
検
討
す
る
。

■
厚
労
省
　
過
疎
地
域
で
市
町
村
に
よ

る
新
類
型
事
業
を
提
案
（
９
月
８
日
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
が
限
ら

れ
る
中
山
間
・
人
口
減
少
地
域
を
対
象

に
、
市
町
村
が
給
付
に
代
え
て
、
介
護

保
険
財
源
を
活
用
し
た
新
事
業
（
新
類

型
）
を
行
え
る
仕
組
み
を
設
け
る
考
え

方
を
介
護
保
険
部
会
で
提
案
し
た
。
実

際
の
サ
ー
ビ
ス
は
事
業
者
に
委
託
し
、

利
用
者
ご
と
の
個
別
払
い
で
は
な
く
事

業
費
（
委
託
費
）
に
よ
り
支
払
い
を
行

う
こ
と
や
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
類
型
を

組
み
合
わ
せ
て
委
託
す
る
こ
と
な
ど
。

■
推
進
協
　
実
地
研
修
施
設
連
絡
会
議

を
開
催
（
9
月
16
日
）

第
２
回
目
の
開
催
と
な
る
が
、
本
格

的
な
も
の
と
し
て
は
初
開
催
。
実
地
研

修
施
設
で
の
日
頃
の
実
地
研
修
に
お
け

る
指
導
水
準
の
標
準
化
が
狙
い
。
運
営

計
画
書
に
関
す
る
問
題
点
な
ど
の
情
報

共
有
を
実
施
。

■
厚
労
省
　
住
宅
型
ホ
ー
ム
の
「
囲
い

込
み
」
問
題
を
検
討
（
９
月
16
日
）

有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
望
ま
し

い
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
会
で
、
議
論
の
整
理
を
踏
ま
え
た

「
検
討
の
方
向
性
」
を
提
示
。
住
宅
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者
が
介
護
事

業
者
を
選
択
で
き
る
こ
と
を
担
保
す
る

た
め
に
ど
ん
な
方
策
が
必
要
か
と
い
っ

た
論
点
を
示
し
た
。

■
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
の
入
学
者
の

過
半
数
が
留
学
生
（
９
月
17
日
）

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
の
25
年
度
入

学
者
７
９
７
０
人
の
う
ち
留
学
生
は
４

５
３
２
人
（
前
年
度
比
で
約
27
％
増
）

と
な
り
、
留
学
生
比
率
が
56
・
９
％
と

初
め
て
５
割
を
超
え
た
。
厚
労
省
が
同

日
の
福
祉
人
材
確
保
専
門
委
員
会
で
報

告
し
た
。
養
成
施
設
３
２
５
施
設
の
定

員
は
１
万
３
６
２
８
人
で
、
定
員
充
足

率
は
58
・
５
％
だ
っ
た
。

■
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
「
経
過
措

置
」
の
見
直
し
を
議
論
（
９
月
17
日
）

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
の
卒
業
者
が

国
家
試
験
を
受
験
し
な
く
て
も
資
格
取

得
で
き
る
経
過
措
置
が
26
年
度
末
で
終

了
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
労
省
の
福

祉
人
材
確
保
専
門
委
員
会
で
議
論
が
行

わ
れ
た
。
外
国
人
を
含
め
た
介
護
人
材

確
保
の
観
点
か
ら
経
過
措
置
延
長
を
求

め
る
声
も
あ
り
、
厚
労
省
は
「
経
過
措

置
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
」

と
の
姿
勢
を
示
し
た
。

■
厚
労
省
　
医
療
・
介
護
連
携
に
向
け

た
議
論
を
開
始
（
９
月
24
日
）

医
療
・
介
護
の
複
合
ニ
ー
ズ
を
抱
え

る
85
歳
以
上
人
口
の
増
加
に
伴
う
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
う
「
在
宅
医
療
及
び

医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
を
開
催
し
た
。
協
力
医

療
機
関
と
介
護
施
設
の
連
携
を
含
め
た

更
な
る
医
療
・
介
護
の
連
携
、
在
宅
医

療
に
関
わ
る
多
職
種
の
役
割
や
連
携
の

充
実
な
ど
を
検
討
事
項
に
挙
げ
た
。

■
ケ
ア
マ
ネ
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
要

望
書
を
厚
労
省
に
提
出
（
９
月
25
日
）

日
本
介
護
支
援
専
門
員
協
会
と
日
本

相
談
支
援
専
門
員
協
会
が
集
め
た
「
介

護
支
援
専
門
員
・
相
談
支
援
専
門
員
へ

の
処
遇
改
善
を
要
望
す
る
署
名
」
が
25

万
２
０
０
０
筆
を
超
え
（
24
日
時
点
）、

人
材
確
保
・
職
場
環
境
改
善
の
た
め
の

処
遇
改
善
を
求
め
る
要
望
書
を
福
岡
厚

労
相
宛
て
に
提
出
し
た
。
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給
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
、
賞
与
減
額
は
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
低
下
の
懸
念
も
伴
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
単
に
削
減
す
る
の
で
は
な
く
、
生

活
安
定
の
た
め
に
月
例
賃
金
を
優
先
し
つ

つ
、
法
人
の
業
績
連
動
や
評
価
反
映
部
分

を
残
す
な
ど
、
工
夫
し
て
納
得
感
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
経
営
側
は
財
務
状
況
を
見
え
る

化
し
、
な
ぜ
そ
の
判
断
に
至
っ
た
の
か
を

職
員
に
丁
寧
に
説
明
す
る
責
任
を
負
い
ま

す
。今

後
も
賃
金
上
昇
の
流
れ
は
続
く
た

め
、コ
ス
ト
増
と
捉
え
る
の
で
は
な
く「
人

材
へ
の
投
資
」
と
し
て
前
向
き
に
捉
え
、

同
時
に
業
務
効
率
化
や
I
C
T
導
入
に
よ

る
省
力
化
を
並
行
し
て
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

人
件
費
率
の
高
止
ま
り
は
避
け
が
た
い

現
実
で
す
が
、
そ
れ
を
経
営
改
善
と
職
員

の
待
遇
改
善
の
両
立
の
契
機
と
で
き
る
か

ど
う
か
法
人
の
持
続
可
能
性
を
左
右
し
ま

す
。
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